
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
て
入
鯉
以
．
鵯
月
の
以
，
て
ー
°
注
は
よ
つ
る
、
燈
瀞
ち
p
右
挿
握
出
用
位
を
ま
で
で
て

分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
挿
溶
轡
の
力
糠
，
じ
し
催
た
を
に
る
か
　
あ
’
を
例
即
浄
ば
を
掘
娩
を
頭
ど
つ
め
め
　
し

　
　
ゼ
　
　
　
㎞
　
　
　
卿
効
鉦
榊
鵬
硫
碗
伽
躰
汎
諮
脚
漕
嚥
に
瓢
匝
融
拙
猛
勲
砒
蔽
甦
匠
醐
勲
課
茄
酬
磁
賜
幽
肋

　
　

m
院
圃
　
鶏
禦
巌
襟
羅
鰍
際
騙
論
彫
鷹
蹴
翻
犠
翻
灘
繕
鰹
灘

瀦
璽
早
騨
囎
，
ま
悠
す
L
外
徽
の
大
後
脱
最
％
メ
射
無
，
た
が
億
注
メ
消
手
入
。
せ
い
の
併
，
あ
あ

　
　?
ﾘ
木
認
織
緯
籟
儲
雛
纏
麓
嫡
隷
鷺
濃
襲
醐
縛
鍵
甥
臨
戴

　
　

c
松
㎡
　
6
灘
総
欝
鳳
憲
霧
鰻
懲
灘
勝
輪
纏
雛
脚
麗
鷺
獅
糠

嗣
蝋
　
漁
　
騨
燃
綴
鶴
離
灘
瀦
纏
騰
騨
櫛
鰻
齢
織
聡
徽
駕
鱒
漁

　
　

J
　
　
鰯
　
　
轍
饗
鍼
灘
灘
購
禦
懸
纈
繍
襯
驚
懸
鏡
轍
繍
端
勲
麟
糊

誕
妊
　
㎞
　
瀟
媛
灘
難
鮪
鱗
灘
纈
謄
畿
識
繍
灘
灘
脚
瓢
勢
鷺

5
9

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
逐
技
の
模
そ
衝
確
れ
，
，
と
属
し
あ
メ
が
て
，
と
こ
論
い
検
批
急
　

，
無
す
挿
ロ
り
入
の

1
9

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
手
た
同
，
ば
ば
生
で
で
い
に
と
が
は
披
い
く
可
い
み
な
，
御
　
ω
と
゜
引
エ
ト
あ
挿
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶
術
き
と
れ
え
れ
が
様
態
な
法
る
点
で
手
説
な
は
た
、
の
で
用
の
　
　
合
る
牽
・
ま
メ
で
ヤ
な



鵬
謝
微
轍
撒
離
徽
糠
葡
纏
轍
獅
燗
搬
縣
麟
翻
鵜
鯛
蹴
鰯
禦
撫
糊
蕪
縦

麗
灘
職
鋤
騰
騰
識
繍
総
灘
鵬
徽
゜
講
欝
蕪
羅
灘
㈱
　
轍
樵

　
勧
縮
鵜
謁
翻
勧
伽
煽
抄
伽
伽
以
伽
凝
却
㈲
剛
鵜
械
伽
酬
疑
赫
蹴
醗
卿
脳
⇔
礫
ば
撒
礁
漉
際
飾
机
勧
砒
蘇
猷
酪
醐
”
樫
㈹
腕

　
　
継
　
庶
羨
㈱
肝
励
物
肋
麗
郁
跡
硬
騨
砂
　

…

　
　
融
　
伽
姪
“
噸
喉
⑯
融
勲
蛾
眺
肱
鞭
隊
　

…
計

　
　
縮
　
　
全
　
通
で
け
ト
゜
　
娩
て
履
せ
感
開
の
　
　
　
…

　
　

数
ｦ
膿
際
撒
徽
鍛
灘
馳
　
珊

　
　
の
　
　
通
　
第
分
て
㏄
牽
　
虫
で
も
易
た
に
け
　
　
例
｝

　
　
謙
゜
艇
齢
綱
凱
⑳
勲
噸
切
鵬
儲
胱
鰍
揃
　
…
明

鋤
旅
綾
読
震
誌
，
潔
饗
鷲
離
醜
　
鷹
5
、

認
鷺
欝
繍
鵜
撫
灘
瀦
欝
欝
第

時
　
　
成
　
際
3
0
筥
再
月
　
時
る
経
し
緕
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
，
ラ
，
負
゜
え

　
　
　
　
間

2
0
R
4
T
4

@
時

　
　
　
　
の

で
ま

3
5
8
　
　
出

　
　
　
　
脱

榊

8
、
2
0
　
　
　
メ

　
ー
　
ウ
紹

　
　
　
　
り

　
　
　
　
よ

　
　
　
　
始

9
7
6
　
　
開

　
－
山
　
ワ
臼
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
夢

平
・長

最
短

最　
¶ 均

㎜
盟㎝

∴

…
2
6

r
湿

㎝
1
4

産
産

未
経

麟
藤
計
袈

　
　
　
　
　
　
｝

朱
経
合
卿

月
。ケ

膠
D
　

5
　
ρ
0

ハ
0
　
2

1
　
1

5
・
　
Q
り

4
　
1

2腰
6

産
産

未
経

月
ケ6

産
産
μ
柳
柳
膜
蛸
聡
砒
隙
醜
磁

未
経
穫
賄
議
鞭
朧
踊
繍
避

　
　
　
　
　
　
方
で
ん
が
の
る
考

　
　
　
　
　
　
の
の
ろ
る
で
あ
と

2
3
P
8

ﾍ
　
　
　
例
る
ち
あ
上
で
数

　
　
又
　
　
　
使
れ
も
で
の
う
日

　
　
げ
　
　
討
用
わ
゜
け
持
よ
た

　
　
上
　
　
検
、
匙
思
る
わ
気
る
し

3
8
Q
1

ﾘ
　
　
の
ラ
に
い
い
の
れ
要

　
　
髄
　
輪
」
妨
K
肌
瀦
謙
纏

　
　
に
　
　
た
否
む
に
ょ
が
，
中

9
1
隔
　
　
い
可
済
と
も
方
く
を

1
1
間
　
　
付
の
く
こ
て
た
よ
み

　
　
分
。
　
気
用
早
る
め
せ
も
の

な
使
　
　
功
　
の
分
目
度
の
　
間
の
験
さ
む
つ
有
　
　
－
　
　
、
　
　
　
噛
　
・
・
　
　
　
　
」
　
．
結
現
ミ
こ
担
更

　
　
は
げ
　
　
法
、
ミ
ト
例
ら
ま
た
に

月
　
位
下
　
　
本
ラ
メ
全
か
は
ま
的

ヶ
　
単
切
　

・
イ
に
ど
時
合
く
理

コ
　
　
　
　
牛
　
的
殆
入
場
軽
心

　
　
　
－
　
　
㈹
果
在
挿
の
も
に





　
　
昌
れ
　
一
　
　
　
ρ
闇
O
　
）
　

，

　
　
慰
　
、
　
．
。
ー
‘
O
函
欝
O

号
　

顛
田
那
灌
L
寵
洛
鵠
6
7

期
　
綿
瓶
加
鵬

　
　
8
　
℃
世
藤
世
ー
出
呂

　
　
お
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　

げ
ロ
　
ユ

套
　
　
9
　
凝
」
ト
，
、
の
O
P
β

碗
　
μ
脇
σ
錐
他
婦
識
玉
甲

第
㎜
濁
的
糖
纏
脚
照
助

　
　
“
9
2
麟
　
小
他
産
2
底

　
　
惚
冨
①
禦
嶽

　
　
釈
儀
脚
弘
謄
卵

　
献
識
β
⑥
国
榔
⑦
必
雄
脚

　
　
婦
界
9
L
㍉
　
趣
轍
諺

　
　
詮
ド
　
　
ー
　
－
　
　
　
　

雪
：

　
文
隙
跨
界
眠
韻
螂
糊
漁

　
　
弛
螺
蕩
鳳
誰

　
　
　
ニ
　
　
レ
ト
ロ
　
　
む
　
　
　
　

ヨ

　
　
撒
馳
勲
剛
瓢
磐
碑

　
　
鵯
㌫
臨
露
釧

　
　
メ
　
な
不
来
　
時
　
的

　
　
－
　
少
の
出
　
短
　
済

　
　
ミ
　
が
か
L
　
を
　

経

　
　
ラ
　
碍
何
h
拍
　
程
　
は

　
　
父
　
寧
，
ρ
　
過
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
た
　
の
く
恥
　
全
　
い

　
　
゜
　
他
な
た
　
で
　
ひ

　
　
い
　
の
少
ま
　

の
　

，

　
　
な
　
ぞ
も
璽
　
い
　
的

　
　
が
　
染
険
変
　
な
゜
神

　
　
険
　
感
危
を
　
で
い
精

　
　
危
゜
，
る
式
　
の
な
，

　
　
ず
る
熱
よ
術
　
る
が
的

　
　
せ
あ
発
に
に
　
す
敗
体

　
　
要
で
て
ど
ち
　
待
失
身
゜

　
　
を
け
じ
な
磯
　
期
た
の
る

　
　
練
だ
通
収
は
　
を
ま
者
来

）
　

熟
る
を
吸
際
　
娩
，
患
出

6
4

@
　
に
す
過
液
た
　
分
来
て
減

2
1

@
技
入
経
薬
じ
　
然
田
つ
暢

照
゜
手
鱒
全
隷
融
自
術
従
搬

1
4

驍
R
口
嵐
゜
合
0
5
に
ε
負

　
あ
　
ト
　
い
都
る
　
間
　
の


